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三
柏
園
事
件
・
高
裁
で
勝
利

日
患
同
盟

　

十
五
万
の
署
名
と
Ｉ
〇
〇
団
体
の
支
持
で

　

二
月
十
四
日
、
高
松
高
裁
に
お
い

て
、
桑
田
裁
判
長
か
ら
「
三
柏
國
事

件
は
一
審
判
決
（
有
罪
）
を
破
棄
し

久
保
昇
、
山
本
幸
男
二
名
は
無
罪
と

す
る
」
の
判
決
が
下
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
思
同
盟
は
、
一
九
六
六
年
一
一

月
三
日
以
来
十
四
年
に
わ
た
り
、
高

知
県
立
中
央
病
院
横
浜
分
院
（
三
柏

園
）
の
結
核
病
棟
閉
鎖
に
反
対
す
る

と
共
に
、
思
者
の
療
養
権
、
団
結
権

を
主
張
し
て
き
ま
し
た
。

　

十
一
月
三
日
は
、
県
当
局
の
一
方

は山と積まれた署名を前に参加者を激励しました。(左から２人目)全腎協上田会長

的
な
病
院
閉
鎖
で
、
医
師
を
引
章
エ

げ
、
給
食
も
投
薬
知
こ
め
た
た
め
に

患
者
自
治
会
と
共
に
高
知
県
塁
局

盟
の
久
保
、
山
本
両
副
会
長
等
は
事

態
解
決
の
た
め
の
話
合
い
を
求
め
て

不
当
に
も
逮
捕
さ
れ
た
事
件
で
す
。

清れやかな顔の左から久保､山本の両氏

入
罪
」
を
き
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
日

久
保
、
山
本
両
氏
は
「
建
遜
物
侵
患
同
盟
は
、
こ
の
不
当
な
逮
捕
は
久

保
、
山
本
両
氏
へ
の
攻
撃
だ
け
で
な

く
、
日
患
同
盟
に
対
す
る
挑
戦
と
し

て
受
け
こ
め
、
以
来
十
四
年
に
わ
た

り
公
判
闘
争
を
す
す
め
て
き
ま
し

た
。

　

こ
の
間
、
高
知
県
患
者
同
盟
を
は

じ
め
、
四
国
地
方
協
を
中
心
に
日
患

同
盟
に
結
集
す
る
全
国
の
療
養
患
者

が
怒
り
を
も
っ
て
抗
議
し
、
公
正
判

決
を
求
め
る
運
動
を
す
す
め
て
き
ま

し
た
。

　

公
判
に
は
、
多
く
の
著
名
な
学
者

腎
疾
患
／
対
策
で
2
9
万
♂
提
出

全
腎
協
国
会
請
願
に
三
十
三
県
代
表
が
参
加

全
国
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会
で
を
つ
く
り
、
社
会
労
働
委
員
を
中
心

は
二
月
五
日
、
「
腎
臓
病
思
者
の
医

療
と
生
活
の
改
善
を
要
望
す
る
」
国

会
請
願
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
国
会
請
願
は
同
会
結
成
以
来

毎
年
続
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
今

年
で
九
回
目
に
な
り
ま
ず
。
こ
の
日

の
国
会
請
願
に
は
北
海
道
か
ら
沖
縄

ま
で
全
国
三
十
三
都
道
府
県
の
代
表

百
三
十
八
人
が
参
加
し
、
患
者
の
実

琴
と
要
求
を
訴
え
ま
し
た
。

　

謂
願
行
動
に
先
立
つ
午
前
中
の
集

会
で
は
、
各
党
の
議
員
十
人
が
会
議

の
合
い
間
を
ぬ
っ
て
激
励
に
か
け
つ

け
、
思
者
の
訴
え
を
き
き
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
参
加
し
た
代
表
が
班

に
衆
参
両
院
八
十
四
人
の
議
員
に
請

願
書
を
手
渡
し
、
患
者
の
要
求
を
訴

え
な
が
ら
両
院
議
長
へ
の
紹
介
を
要

請
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
提
出
さ
れ
た
請
願
署
名
は

二
十
九
万
二
千
七
百
十
九
人
分
で
、

こ
れ
は
同
会
は
じ
ま
っ
て
以
来
最
高

や
研
究
者
が
証
人
と
し
て
協
力
さ
れ

ま
た
、
外
に
あ
っ
て
は
約
十
五
万
人

の
公
正
判
決
を
求
め
る
署
名
を
労
働

組
合
、
民
主
団
体
の
支
持
で
集
め
ら

れ
ま
し
た
。
な
お
、
公
正
判
決
支
持

の
団
体
は
Ｉ
〇
〇
団
体
近
く
に
迪
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
支
持
と
協
力

が
全
国
的
に
広
ま
り
、
病
院
閉
鎖

と
逮
捕
の
不
当
性
が
明
白
に
な
り
、

完
全
勝
訴
を
か
ち
ど
り
ま
し
た
。

で
す
。
誼
願
内
容
は
①
腎
疾
患
の
予

防
及
び
治
療
対
策
の
確
立
②
国
民
皆

検
尿
の
制
度
確
立
、
早
期
発
見
、
早

期
治
療
の
確
立
③
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
・
慢

性
腎
炎
の
医
療
費
患
者
負
担
の
軽
減

④
透
析
施
設
の
全
国
的
な
蚤
四
充
実

収
働
け
る
腎
臓
病
患
者
の
社
会
復
帰

の
条
件
確
立
の
五
項
目
で
す
。

8
0
年
度
の
重
点
運
動
案
発
表

全
国
ハ
ン
セ
ン
氏
病
患
者
協
議
会

　

全
患
協
の
第
二
十
七
回
定
期
支
部

長
会
議
が
一
九
八
〇
年
五
月
九
日
よ

り
十
三
日
ま
で
沖
輝
県
の
宮
古
南
静

國
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

重
点
討
議
議
題
は
、
①
医
師
の
充

増
員
を
は
じ
め
医
療
の
充
実
、
ね
た

き
り
老
人
の
対
策
②
職
員
増
員
③
本

部
機
構
に
つ
い
て
④
給
与
金
の
確
保

⑤
看
護
基
準
に
つ
い
て
な
ど
で
す
。

　

行
動
計
画
と
し
て
、
六
月
、
予
算

要
求
行
動
。
七
月
、
将
来
構
想
研
究

奇
貝
会
代
表
者
会
議
。
十
月
、
医
療

改
善
予
算
獲
得
行
動
。
十
二
月
、
予

算
但
５
行
動
な
ど
で
す
。

　

政
府
が
五
十
六
年
度
予
算
で
社
会

保
障
全
般
の
見
直
し
を
は
か
る
と
い

う
情
勢
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
全

患
協
は
三
十
年
の
歴
史
的
蓄
穣
に
た

っ
て
要
求
実
現
の
た
め
に
強
力
に
運

動
す
る
方
針
を
提
起
し
て
い
ま
す
。
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労
災
保
険
改
悪
を
諮
問

労
働
省
五
十
五
年
度
予
算
案
で
福
祉
切
り
下
げ

　
　
　

労
動
災
Ｉ
保
険
制
度
の
改
悪
や
障
Ｉ
者
の
雇
川
対
策
切
り
ド
げ
等
を
含
む
労
働
省
の
圧
十
．
瓦
年
度
予
算
案
は

　
　

バ
．
一
十
一
‐
に
発
衣
．
私
達
に
関
係
深
い
予
算
切
り
ド
け
は
①
力
災
・
職
裏
病
防
削
対
策
で
．
．
や
じ
．
白
万
円

　
　

②
職
業
概
泌
で
．
億
七
Ｉ
パ
‐
万
円
③
障
害
ぶ
ｍ
対
ぶ
で
．
」
訂
江
‐
万
円
④
障
Ｉ
者
職
業
セ
ン
々
・
－
・
体

　
　

育
施
設
費
で
二
千
四
．
自
万
円
⑤
障
Ｉ
者
職
災
訓
練
費
で
こ
億
七
千
万
円
か
そ
れ
ぞ
れ
減
額
さ
れ
ま
し
た
．

　

労
働
省
は
、
五
十
五
年
度
の
予
算

　

こ
の
諮
問
内
容
を
見
て
み
ま
す
る
、
②
障
｀
掴
價
年
金
の
受
給
権
者

案
に
も
と
づ
き
、
一
月
十
九
日
、
労
と
、
労
災
・
職
業
病
関
係
で
諮
問
さ
か
希
望
す
れ
ば
、
遺
族
補
籐
年
金
の

災
保
険
審
議
会
（
会
長
・
隅
谷
三
喜
れ
た
労
災
法
「
改
正
」
の
内
容
は
次
前
払
に
準
じ
一
時
金
を
前
払
い
す
る

男
氏
）
に
、
ふ
労
災
保
険
法
の
「
改
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

正
」
案
、
②
労
災
保
険
特
別
支
給
金

の
支
給
規
則
「
改
正
」
案
、
③
労
働

保
険
徴
収
法
施
行
規
則
の
「
改
正
」

に
つ
い
て
諮
問
し
ま
し
た
。

　

１
保
険
給
付

　

①
障
害
補
價
年
金
の
受
給
権
者
が

業
務
上
外
の
理
由
で
死
亡
し
た
場
合

遺
族
に
差
額
を
一
時
金
で
支
給
す

障
害
者
雇
用
切
下
げ

労
働
省
五
十
五
年
度
予
算
案

　

五
十
五
年
度
の
障
害
者
雇
用
促
進

対
策
に
つ
い
て
の
予
算
案
を
み
る
と

八
十
三
億
九
千
三
百
万
円
（
五
十
四

年
度
）
か
ら
五
千
五
百
万
円
減
額
の

八
十
三
億
三
千
八
百
万
円
（
五
十
五

年
度
）
と
福
祉
切
り
下
げ
は
こ
こ
で

も
強
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
雇
用
対
策
予
算
案
の
主
な
内

容
は
つ
ぎ
の
通
り
で
見
る
べ
き
対
策

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

通
勤
用
自
動
車
（
九
十
万
円
）
と

電
動
車
い
す
（
三
十
万
円
）
の
購
入

資
金
貸
付
に
二
億
一
千
八
百
万
円

　

心
身
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
新
設

九
ヵ
所
等
で
十
五
億
三
千
七
百
万
円

　

職
業
訓
練
手
当
は
三
十
九
億
円
で

八
万
二
千
円
を
八
万
七
ｔ
円
に
増
額

　

職
場
適
応
訓
練
費
八
千
七
百
万
円

で
、
軽
症
者
二
週
間
、
重
症
者
四
週

間
の
訓
練
費
を
一
万
四
千
円
、
一
万

五
千
円
づ
つ
出
す
。

③
遺
族
補
償
年
金
の
受
給
率
を
引
き

上
げ
る
、
・
ふ
ｙ
ス
ラ
イ
ド
を
現
行
の
十

％
を
六
％
に
す
る
。

　

２
給
付
金

　

①
給
付
金
の
不
正
受
給
者
か
ら
費

用
徴
収
、
受
給
権
者
の
保
護
を
保
険

給
付
に
準
じ
改
め
る
、
②
年
金
を
担

保
に
し
小
口
資
金
貸
付
を
行
う
。

　

５
保
険
給
付
と
民
事
損
害
賠
償
の

　

調
鬘

　

①
障
舎
補
償
年
金
、
遺
族
補
償
年

金
、
障
害
年
令
遺
族
年
金
の
受
給

権
者
に
、
民
事
損
害
賠
償
が
支
払
わ

れ
る
場
合
調
整
す
る
、
②
保
険
給
付

の
受
給
権
者
に
同
一
事
由
の
民
事
損

害
賠
償
が
支
払
わ
れ
た
と
き
は
、
保

険
給
付
を
打
切
る
。

　

４
メ
リ
ッ
ト
制

　

ぶ
保
険
料
の
調
整
幅
を
現
行
の
三

五
％
か
ら
四
〇
％
に
拡
大
、
②
保
険

料
の
調
整
率
の
計
算
基
礎
で
あ
る
収

支
率
を
改
め
る
。

　

５
そ
の
他

　

関
係
法
の
規
定
を
改
訂
す
る
。

　

６
実
施
時
期

　

①
法
改
正
は
十
一
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
、
②
こ
の
他
若
干
施
行
時
期

は
も
の
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
。

　

そ
の
ご
、
労
災
審
議
会
は
諮
問
に
Ｉ

応
じ
た
答
申
を
し
ま
し
た
。

　

一

誌
代
送
金
の
お
願
い

　

本
誌
ご
購
読
の
皆
さ
ん
に
お
願

い
が
あ
り
ま
す
。
実
は
皆
さ
ん
の

ご
協
力
に
よ
幻
喩
読
者
は
相
当
ふ

え
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
事
務
局

が
手
薄
の
た
め
、
購
読
料
の
請
求

が
出
来
な
い
で
い
ま
す
。
申
訳
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
決
算
を
ひ
か

え
て
お
り
ま
す
の
で
ご
送
金
下
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
送
金
の
節
は
「
郵
便
振
替
東

京
ニ
ー
四
一
五
二
」
で
お
願
い
し

ま
す
。

　

労
災
保
険
制
度
は
、
す
で
に
最

近
発
生
を
み
て
い
る
職
業
病
患
者

の
病
気
を
治
す
の
に
役
立
だ
な
く

な
っ
て
い
る
。
労
災
保
険
や
安
全

衛
生
法
の
一
部
手
直
し
の
繰
返
し

は
、
基
本
的
に
は
補
償
制
度
を
後

退
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
の
労
災
保
険
制
度
は
、
昔

の
職
場
に
お
け
る
事
故
発
生
に
よ

動
病
、
六
価
ク
ロ
ム
症
、
そ
の
他
ｙ
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割
前
際
障
害
者
年
刀

日
本
協
議
会
設
立
で
全
患
連
に
も
よ
び
か
け

　

い
よ
い
よ
一
九
八
一
年
の
「
国
際

障
害
者
年
」
を
め
岑
ｙ
「
国
際
障
害

者
年
日
本
推
進
協
議
会
」
の
設
立
の

準
備
活
動
が
う
ご
き
は
じ
め
ま
し

た
。

　

二
月
二
十
五
日
、
恵
示
都
障
｀
暑

福
襲
爾
に
お
い
て
、
同
設
立
発
起

人
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

す
で
に
、
昨
年
九
月
、
国
連
の
コ

ス
ー
ネ
ン
事
務
局
長
が
来
日
し
政
府

お
よ
び
民
間
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
と
懇

談
し
、
こ
れ
を
契
機
に
し
て
、
民
間

団
体
・
個
人
の
力
を
結
集
し
Ｉ
Ｙ
Ｄ

Ｐ
（
国
際
障
｀
暑
年
）
日
本
推
進
協

議
会
を
発
足
さ
せ
る
準
備
活
動
が
す

す
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

五
月
結
成
の
予
定
で
、
全
患
連
、

り
国
際
障
害
者
年
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

全
難
連
に
も
そ
の
よ
び
か
け
が
来
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
菌
際
障
｀
暑
年
・
日
本
推

進
協
議
会
」
の
設
立
（
案
）
を
み
ま

す
と
、
民
間
団
体
の
障
害
者
団
体
、

思
者
団
体
の
ほ
ば
全
体
に
参
加
の
よ

び
か
け
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
①
活
動
目
的
（
会
則
）
を
「
国

際
障
｀
暑
年
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、

障
害
者
の
完
全
な
参
加
と
平
等
の
実

現
を
め
ざ
し
て
、
国
内
外
の
有
機
的

関
連
の
も
と
に
、
わ
が
国
に
お
け
る

民
間
の
諸
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
」
、
②
事
業
（
情
報
提

供
と
宣
伝
、
会
議
・
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
、
民
間
活
動
の
調
乖
と
公
的
事
業

へ
の
協
力
、
行
動
十
年
計
画
の
推
進

な
ど
）
③
袷
員
の
選
出
、
④
八
〇
年

度
予
算
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
び
か
け
人
は
（
敬
称
・
団
体
名

略
）
、
飯
田
進
（
神
奈
川
児
童
医
療

福
祉
財
団
）
、
磯
部
真
教
（
東
京
青

い
芝
）
、
上
田
敏
（
東
大
病
院
リ
ハ

ビ
リ
）
、
人
‐
ｙ
Ｑ
（
日
身
連
）
、
小

池
文
英
（
リ
ハ
ビ
リ
協
会
）
、
小
島

容
子
（
日
本
女
子
大
）
黒
木
猛
俊

　

（
団
体
不
明
）
、
調
一
興
（
東
京
コ

ロ
ニ
ー
）
、
杉
野
幸
二
郎
（
断
酒
連

盟
）
、
田
中
鉄
二
（
盲
人
福
祉
研
究

会
）
、
田
辺
子
男
（
持
神
衛
生
連
盟
）
、

太
宰
博
邦
（
全
社
協
）
、
野
沢
克
也

　

（
ろ
う
あ
連
盟
）
橋
本
清
（
特
殊
教

育
連
盟
）
、
松
井
新
二
郎
（
盲
人
職

能
開
発
セ
ン
タ
ー
）
、
三
沢
義
一
、

水
上
登
行
（
全
日
ろ
う
連
）
、
皆
川

正
治
（
精
薄
育
成
会
）
、
村
田
稔

－ - 7 -- ＝ - - I I

　

（
ポ
リ
オ
の
弁
護
士
）
、
村
田
晶
弘
、
一

吉
本
哲
夫
（
障
全
協
）
の
二
十
一
名

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

一

障
全
協

独
自
で
一
万
人
集
会

　

障
全
協
（
障
害
者
の
生
活
と
権
利

を
守
る
全
国
連
絡
協
我
会
）
は
、
四

月
の
総
会
に
於
い
て
、
国
際
障
害
者

年
を
む
か
え
る
た
め
の
、
中
央
・
地

域
に
お
け
る
大
運
動
を
展
開
す
る
準

備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

八
月
に
は
、
熱
海
に
四
Ｏ
Ｏ
名
集
一

め
て
活
動
者
会
議
を
開
く
と
共
に
囲

末
に
は
一
万
人
槃
会
を
開
催
す
る
予

定
で
い
ま
す
。
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差
額
ベ
ッ
ド
代
の
実
態
発
表

厚
生
省
国
立
は
三
人
室
以
上
は
差
額
な
し
と

　

厚
生
省
は
一
月
五
日
、
五
十
四
年

七
月
一
日
現
在
の
「
室
料
差
額
徴
収

状
況
調
査
結
果
」
を
発
表
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
①
差
額
徴
収
の

病
床
割
合
は
一
四
・
七
％
で
前
年
に

比
べ
て
Ｉ
％
低
下
、
②
三
人
室
以
上

の
差
額
徴
収
を
完
全
解
消
し
だ
の
は

十
九
県
か
ら
二
十
七
県
に
ふ
え
て
い

ま
す
。

　

調
査
結
果
の
主
な
内
容
は
、
①
差

額
ぺ
ご

ら
二
千
円
か
二
五
こ
ハ
％
、
五
百
円

か
ら
千
円
が
二
二
・
七
％
、
二
千
円

か
ら
三
千
円
一
四
・
八
％
、
三
百
円

か
ら
五
百
円
か
九
・
五
彩
、
②
経
営

別
で
最
も
肺
質
が
大
学
病
院
な
ど
学

校
法
人
四
四
・
二
％
、
法
人
六
・
三

％
、
医
療
法
人
五
・
〇
％
、
個
人
三

・
九
％
、
公
的
○
こ
ハ
％
、
公
立
〇

・
二
％
、
国
立
○
％
で
す
。

　

三
人
室
以
上
分
の
解
消
県
は
、
北

海
道
、
青
森
、
宮
城
、
秋
田
、
山
形
、

福
島
、
群
馬
、
新
潟
、
富
山
、
石
川
、

福
井
、
山
梨
、
長
野
、
岐
阜
、
磁
賀
、

島
取
、
島
根
、
岡
山
、
山
口
、
徳
島
、

愛
媛
、
高
知
、
福
岡
、
佐
賀
、
長
崎
、

大
分
、
鹿
児
島
の
二
十
七
県
で
、
大

中
都
市
と
近
く
の
県
が
軒
並
み
悪
い

状
態
に
あ
り
ま
す
。

障
｀
暑
な
ど
の
ハ
ン
デ
″
キ
；
プ

を
有
す
る
世
帯
が
約
九
９
’
を
占
吃

て
い
る
か
ら
だ
と
云
っ
て
い
ま
す
・
一

　

こ
れ
も
た
く
み
な
福
祉
切
り
下
感

の
一
つ
と
し
て
、
基
準
改
訂
の
「
合

理
化
」
で
は
な
い
で
し
ょ
ラ
司

　

一

妻
の
年
金
権
を
障
害
年
金
に
も

山
田
国
民
年
金
審
議
会
長
に
期
待
す
る
も
の

　

妻
の
年
金
問
題
は
、
さ
わ
が
れ
だ

し
て
久
し
い
が
、
今
だ
に
厚
生
省
も

審
議
会
も
い
い
案
が
な
い
よ
う
で

す
。

　

私
た
ち
は
、
ぶ
の
年
金
問
題
を
た

だ
老
齢
年
金
に
つ
な
ぐ
だ
け
で
な
く

障
｀
俘
金
や
遺
族
年
金
に
つ
な
が
る

　

障
｀
暑
の
雇
用
に
つ
い
て
、
五
十

三
年
十
月
一
日
現
在
の
調
査
結
果
を

み
て
み
ま
す
と
、
法
律
は
改
正
さ
れ

た
が
、
・
雇
用
は
ほ
と
ん
ど
促
進
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　

す
で
に
、
節
｀
暑
は
約
二
〇
〇
万

人
を
超
え
る
と
厚
生
省
で
は
云
っ
て

よ
う
国
民
年
金
へ
の
強
制
加
入
を
要

求
し
、
陣
害
年
金
の
場
合
は
さ
か
の

ほ
っ
て
強
制
加
入
に
道
を
開
き
、
経

過
揃
置
で
長
期
病
患
者
や
障
｀
暑
が

年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
要
求
し
て

い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
二
月
九
日
、
国
民
年

金
審
議
会
は
年
金
改
正
に
つ
い
て
答

申
し
た
が
、
山
田
雄
三
会
長
は
、
妻

の
年
金
権
に
つ
い
て
「
答
申
の
中
で

岑
後
検
討
す
べ
き
だ
”
と
付
言

し
て
あ
る
」
と
い
い
、
会
長
の
個
人
的

な
考
え
と
し
て
「
強
制
加
入
に
す
べ

き
だ
と
思
う
。
夫
と
妻
に
個
人
単
位

の
基
礎
年
金
を
た
す
様
に
す
べ
き

だ
」
と
云
っ
て
い
ま
す
。
（
週
刊
社

会
保
障
二
月
十
八
日
号
）

　

山
田
会
長
案
は
、
老
齢
年
金
に
つ

い
て
云
っ
て
い
ま
す
が
、
障
害
年
金

に
つ
い
て
も
、
妻
の
年
金
権
を
保
障

す
る
抜
本
的
な
改
正
を
望
み
た
い
も

の
で
す
。

い
ま
す
が
、
雇
用
さ
れ
て
い
る
の
は

①
常
用
雇
用
は
約
二
三
万
三
千
人
と

推
定
さ
れ
て
い
る
、
②
そ
れ
を
障
害

種
類
別
で
み
る
と
、
肢
体
不
自
由
六

九
・
七
％
、
聴
覚
障
害
一
七
・
九
％
、

視
覚
障
害
七
・
二
％
、
内
部
障
害
五

・
〇
％
、
③
勤
続
年
数
は
平
均
十
一

年
二
ヵ
月
、
④
給
与
額
は
名
目
で
男

子
一
六
万
八
千
円
、
女
子
九
万
七
百

円
、
⑤
給
与
の
障
害
別
で
は
内
部
障

害
一
九
万
六
千
円
、
肢
体
不
自
由
一

六
万
二
千
円
、
視
覚
障
害
一
五
万
六

千
円
、
聴
覚
障
害
こ
一
万
一
千
円
、

⑥
障
｀
裡
度
別
で
は
、
重
度
一
二
万

九
千
円
、
中
度
一
五
万
九
千
円
、
軽

度
二
八
万
九
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

障
害
者
が
採
用
さ
れ
た
経
路
は
、

安
定
所
二
二
・
四
％
、
学
校
二
〇
・

五
％
、
縁
故
二
〇
・
一
％
と
安
定
所

の
役
割
り
が
非
常
に
ひ
く
い
こ
と
を

物
語
っ
て
い
ま
す
。

障
害
者
の
賃
金
十
五
万
六
千
円

労
働
省
二
十
三
万
三
千
人
働
い
て
い
る
と
発
表

　

五
十
五
年
度
の
生
活
保
護
の
基
準

額
が
五
十
五
年
度
の
予
算
案
確
立
に

よ
っ
て
き
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
生
活
扶
助
基
準

額
は
、
一
級
地
の
標
準
四
人
世
帯

　

（
夫
婦
と
子
供
二
人
）
で
は
、
昨
年

四
月
当
所
で
十
一
万
四
千
三
百
四
十

円
で
し
た
が
、
わ
ず
か
に
引
き
上
げ

ら
れ
て
、
十
二
万
四
千
百
七
十
三
円

と
九
千
八
百
三
十
三
円
（
八
・
四
％
）

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
で
は
物
価
上
昇
に
も
お
よ
ば

な
い
た
め
に
実
質
的
に
は
生
活
苦
は

一
段
と
増
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
保
護
世
帯
の
中
の
多

く
に
患
者
、
障
｀
暑
、
老
人
、
母
子

な
ど
保
護
を
必
要
と
す
る
人
達
か
お

り
、
家
衝
心
援
け
を
う
け
て
い
ま
す
。

　

厚
生
省
は
、
少
人
数
世
帯
の
基
準

額
の
ア
ヴ
プ
率
を
高
く
し
た
と
云
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
、

少
人
数
世
帯
に
は
、
高
齢
、
母
子
、

生
活
保
護
基
準
も
福
祉
切
下
げ

厚
生
省
標
準
四
人
で
十
二
万
四
千
円
に
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「
全
有
協
」
一
〇
〇
号
記
念

ガ
リ
刷
の
全
有
協
機
関
紙
会
員
と
の
パ
イ
プ
役
で

　

前
は
「
鉛
中
毒
思
者
会
」
と
い
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
「
全
国

職
業
性
有
會
励
障
害
患
者
協
議
会
」

と
い
い
ま
す
。
こ
こ
の
機
関
紙
は
二

月
一
日
号
を
も
っ
て
「
一
〇
〇
号
」

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
機
関
紙
「
全
有
協
」
は
、
会

員
と
の
パ
イ
プ
伶
と
な
り
、
紙
面
に

は
業
務
上
認
定
問
題
と
か
治
療
の
中

身
、
補
價
、
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
、
会
員

の
も
っ
と
も
切
実
な
問
題
を
取
り
上

げ
て
Ｉ
〇
〇
ヵ
月
余
、
よ
く
ぞ
発
行

を
つ
づ
け
ま
し
た
。

　

病
状
の
す
ぐ
れ
な
い
患
者
さ
ん
ば

か
り
の
会
で
、
原
稿
を
書
い
て
く
れ

る
人
も
少
い
し
、
ま
し
て
や
編
集
と

な
る
と
大
変
な
苦
労
が
こ
も
な
い
ま

す
。
機
関
紙
代
を
集
め
る
の
も
な
か

な
か
の
困
難
が
つ
き
ま
と
う
。
従
っ

て
が
り
版
印
刷
の
機
関
紙
で
お
し
と

お
し
て
い
ま
す
。

　

記
念
の
「
一
〇
〇
号
」
に
は
、
労

働
運
動
と
し
て
の
喊
業
病
連
節

を
テ
ー
マ
に
し
て
、
①
労
災
・
職
業

病
を
め
ぐ
る
情
勢
、
②
労
働
運
動
の

な
か
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
闘

い
、
③
セ
ン
タ
ー
建
設
と
そ
の
後
の

公
｀
轍
業
病
医
療
、
ぶ
弁
護
士
か
ら

み
た
労
災
、
職
業
病
闘
争
、
⑤
緊
急

要
求
の
実
現
に
む
け
て
、
⑥
共
闘
運

動
の
前
進
、
②
職
場
復
帰
問
題
…
…

が
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係
者
か
ら
投
稿
さ

れ
て
い
ま
す
。

０
患
者
会
が
旅
行
計
画

　

三
月
一
日
、
慢
性
一
酸
化
炭
素
中

毒
患
者
会
は
全
会
員
懇
談
会
を
開
き

ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
は
じ
め
て
の
一
泊

旅
行
（
伊
豆
・
長
岡
温
泉
）
を
計
画

し
、
高
齢
者
や
患
者
の
旅
行
と
い
う

の
で
、
病
院
の
車
で
お
医
者
さ
ん
や

看
護
婦
に
も
同
行
を
た
の
む
事
と
烏

ま
た
、
労
災
保
険
給
付
の
打
ち
切
り

問
題
等
で
話
合
い
ま
し
た
。

会
保
障
に
頼
っ
て
い
る
三
千
五
百

万
人
の
老
人
に
大
き
な
不
安
を
生

じ
さ
せ
る
」
と
云
い
、
ま
た
「
社

会
保
障
を
貯
蓄
銀
行
方
式
で
な
く

保
険
制
度
と
し
て
制
定
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
社
会
保
障
制
度
が
供

給
す
る
安
全
網
は
、
人
々
を
不
安

の
參
か
ら
解
放
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
し
、
な
お
（
社
会
保
障
は

個
々
人
の
権
利
と
し
て
、
給
付
を

行
只
）
の
で
あ
る
」
［
社
会
保
障

に
金
が
か
か
る
と
し
て
も
、
我
々

は
進
ん
で
そ
れ
を
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
だ
］
と
。
（
週
刊
社

会
保
障
一
〇
五
言
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ご
購
読
の
お
ね
が
い

　

本
誌
は
、
全
国
患
者
団
は

連
絡
協
議
会
（
略
称
・
全
患

連
）
の
機
関
誌
で
す
。

　

読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
、
患

者
や
家
族
、
一
般
の
方
々
に

ぜ
ひ
購
読
を
お
す
す
め
く
だ

さ
る
よ
・
フ
祁
願
い
し
ま
す
。

申
込
先
〒
一
八
〇
―
○
四

　
　
　

東
京
都
清
瀬
市
松
山

　
　
　

ニ
ー
一
三
－
一
二
本

　
　
　

誌
編
集
委
員
会
ま
で

購
読
料
六
■
R
月
六
六
〇
円

小
＝
・
逗
一
一
一
ミ
＝
＝
ミ
ー
弓
一
１
一
Ｊ
＝
＝
Ｊ
・
・
＝
ミ
ー
－
＝
Ｊ
＝
＝
’
一
一
１
一
ミ
＝
一

患者運動

　　

勁草書房刊

定価1,200円〒160円
長

　　

宏

　

著

世界でもめずらしい、といわれる『患者運動｡』

が、なぜ日本だけに発生したのか。

人権意識をもって立ち上った患者運動の現状

と課題を明らかにしています。必読の潜。

お申込み現金(切手も可)でお申込み下さい。

全国患者団体連絡協議会東京都清瀬市松山2-13-12
川ll'lll'll凹|川11‘11111111９Mil|叩甲甲|哺1甲11円川
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患
者
集
会
実
行
委
の
再
開
を

地
難
連
第
九
回
全
国
交
流
会
が
決
議

　

前
号
既
報
の
よ
う
に
地
域
難
病
連

連
絡
<
5
蔵
九
回
全
国
交
流
会
が
、
二

月
十
日
、
十
】
日
の
二
日
間
、
神
戸

市
須
磨
の
兵
庫
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
。
ナ

ル
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
、
全
国
二
十
二
都

道
府
県
に
結
成
さ
れ
て
い
る
地
域
別

難
病
連
が
、
情
報
交
換
、
活
動
体
験

交
流
の
場
と
し
て
毎
年
一
、
二
回
開

催
し
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
日
の
交

流
会
に
は
十
三
道
府
県
難
病
連
代
表

を
は
じ
め
、
五
月
に
も
県
難
病
連
を

熱心に討議する地域難病連の皆さん

結
成
し
よ
う
と
準
備
を
チ
す
め
て
い

る
鹿
児
島
代
表
な
ど
未
結
成
県
か
ら

三
人
の
患
者
会
代
表
、
そ
れ
に
全
難

凍
代
表
な
ど
お
よ
重
〈
十
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
前
田
京
都
難
病
連
会

長
か
ら
二
九
が
‥
）
年
代
の
難
病
運

動
（
と
く
に
地
域
難
病
連
運
動
）
の

総
括
と
、
一
九
八
〇
年
代
へ
向
け
て

の
私
た
ち
の
課
題
」
と
題
す
る
報
告

が
あ
り
、
こ
の
報
告
を
受
け
て
熱
心

な
劃
議
と
交
流
が
行
れ
ま
し
た
。

　

討
議
は
、
結
核
医
療
費
公
費
負
担

制
度
の
見
直
し
な
ど
公
費
医
療
制
度

の
全
面
的
改
悪
、
福
祉
切
り
下
げ
攻

曜
と
ど
ろ
哨
っ
て
い
く
か
、
交
流
会

米
参
加
の
難
病
連
、
難
病
連
未
結
成

の
県
、
困
難
な
条
件
の
下
で
活
動
し

て
い
る
難
病
連
な
ど
に
ど
の
よ
う
な

援
助
が
で
き
る
か
、
未
組
織
の
難
病

患
者
、
希
少
難
病
患
者
を
ど
う
組
織

し
て
い
く
か
を
討
議
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
各
県
か
ら

様
々
な
実
態
や
体
験
、
意
見
が
だ
さ

れ
、
二
日
間
の
討
議
・
交
流
の
ま
と

め
と
し
て
、
老
人
、
児
童
、
結
核
な

ど
を
手
は
じ
め
と
し
て
公
費
医
療
制

度
、
福
祉
制
度
へ
の
切
り
下
げ
攻
畢

が
強
ぬ
ら
れ
て
い
る
情
勢
の
下
で
、

全
国
思
者
家
族
集
会
実
行
委
員
会
を

早
急
に
開
催
決
議
を
し
ま
し
た
。

障
害
者
の
働
く
問
題
で

大
阪
障
連
協
が
研
究
集
会
開
催

　

三
月
二
日
、
大
阪
、
大
阪
市
立
教

育
青
年
セ
ン
タ
ー
（
七
Ｆ
）
に
お
い

て
、
「
障
害
者
の
働
く
問
題
を
考
え

る
研
究
集
会
」
を
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

集
会
に
は
、
丸
山
一
郎
氏
（
厚
生

省
・
身
体
障
害
者
専
門
官
）
を
ま
ね

き
、
「
働
く
こ
と
を
希
望
す
る
障
害

者
の
働
く
機
会
を
実
現
す
る
た
め

に
」
の
講
演
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
研
究
集
会
は
、
Ｊ
年
国
際
障

｀
暑
年
に
む
け
て
、
そ
の
テ
ー
マ
で

あ
る
「
社
会
生
活
と
社
会
発
展
へ
の

　

巡
回
福
７
と
平
等
」
の
正
し
い

理
解
を
ひ
ろ
め
る
と
共
に
、
企
業
へ

の
就
職
、
共
同
作
業
所
、
ミ
ニ
授
産

所
づ
く
り
運
動
を
い
っ
そ
う
発
展
さ

せ
る
た
め
に
開
か
れ
ま
す
。

　

な
お
、
当
集
会
は
午
後
一
時
か
ら

四
時
半
ま
で
で
、
資
料
代
と
し
て
四

〇
〇
円
か
必
要
で
す
。

　

十
二
月

　

▲
二
十
五
日
全
患
連
、
全
難

連
共
同
で
厚
生
大
臣
交
渉
を
行
い

予
算
要
求
を
行
っ
た
。

　

▲
二
十
九
日
閣
議
五
十
五

年
度
予
算
案
（
八
兆
一
千
四
百
九

十
四
億
円
（
伸
び
率
七
・
九
恥
）

を
決
定
し
た
。

　

一
月

　

▲
五
日
厚
生
省
五
十
四
年

労
相
の
予
算
説
明
を
う
け
た
。

　

▲
十
九
日
労
災
保
険
審
労

災
保
険
改
悪
案
を
諮
問
し
た
。

　

▲
二
十
一
日
厚
生
省
年
金
局

長
雇
用
問
題
政
策
会
議
で
年
金

　

「
改
正
」
案
を
説
明
し
た
。

　

▲
二
十
二
日
社
会
保
険
庁
年

金
相
談
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の

始
動
を
開
始
し
た
。

　

▲
二
十
三
日
厚
生
省
私
立

大
学
病
院
の
差
額
べ
″
ド
解
消
で

、
ｌ
’
文
部
省
に
通
知
し
た
。

哨
ム
二
十
五
日
第
九
十
一
回
国

り
会
再
開
。

シ
吉
士
〈
日
社
会
保
険
庁
国

一
一
一
民
年
金
の
受
給
権
者
の
現
況
届
日

べ
を
従
来
は
二
月
十
五
日
だ
っ
た

ら
が
、
各
人
の
誕
生
日
の
月
の
月
末

哨
ま
で
と
変
更
し
た
。

い

　

▲
二
十
四
日
労
働
省
主
管

…
．
｛
部
長
会
議
を
開
き
、
労
災
発
生
は

ぐ
減
少
、
新
規
労
災
保
険
受
給
者
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
1
1
♂

　

ｌ
ｓ
一
一
ｊ
ｊ
Ｉ
ｊ
Ｊ
１
Ｉ
ｊ
ｌ
ｌ
ｙ
一
一
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　

・

｛
宍
・
‥
｝
一
・
‥
’
・
八
宍
・
‥
Ｉ
口
百
十
四
万
三
千
人
（
微
増
）
と
発

七
月
一
日
の
「
室
莉
差
額
徴
収
状
表
し
た
。

況
調
査
結
果
」
を
発
表
し
た
。

　

▲
二
十
九
日
厚
生
省
九
十

　

▲
十
一
日
障
｀
犀
金
改
正
を
一
回
国
会
に
提
出
す
る
法
案
を
発

す
す
め
る
会
曾
貝
会
は
国
会
請
表
し
た
。
①
健
保
、
②
原
爆
被
爆

願
、
年
金
シ
ン
ポ
、
無
年
金
者
実
特
別
手
当
、
健
康
手
当
、
③
年
金
、

態
調
査
の
実
施
な
ど
を
決
定
。
④
戦
傷
病
者
援
護
、
⑤
こ
ど
も
の

　

▲
十
六
日
社
保
制
度
審
大
国
協
会
解
散
の
五
件
。

蔵
大
臣
と
厚
生
大
臣
の
五
十
六
年

　

▲
三
十
一
日
大
蔵
大
臣
予

度
改
悪
の
覚
書
（
老
人
医
療
、
児
算
委
で
（
社
会
保
障
の
覚
嗇
は
努

童
手
当
等
）
を
ふ
く
め
、
厚
相
、
力
目
標
と
確
認
し
た
」
と
答
弁
。
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拝
啓
日
頃
す
す
め
る
会
の
ご
活

躍
ご
苦
労
さ
ま
で
す
。

　

さ
て
、
先
日
ご
依
頼
の
あ
り
ま
し

た
「
年
金
保
険
法
改
正
に
関
す
る
国

会
請
願
書
」
の
署
名
に
つ
き
ま
し
て

は
、
私
ど
も
「
全
国
心
身
障
害
者
を

も
つ
兄
弟
姉
妹
の
会
」
は
、
出
来
る

限
り
協
力
い
た
す
つ
も
り
で
お
り
ま

す
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
請
願
事
項
に
つ

い
て
詳
細
な
説
明
を
求
め
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
何
か
、
解
説

書
の
よ
ろ
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら

ご
送
付
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
こ
と
に
不
勉
強
で
申
訳
あ
り
ま

せ
ん
が
、
私
ど
も
も
、
資
料
を
勉
強

し
て
他
人
に
説
明
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
以
上
よ
ろ
し
く

　
　

【
お
返
事
】

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
方
の
会
に
は
、
何
か
こ
ご

協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
障
害
者
の

た
め
に
、
兄
弟
姉
妹
の
立
場
で
ご
活

躍
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
心
か
ら
連

帯
と
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　

さ
て
、
ご
連
絡
の
あ
り
ま
し
た
件

で
す
が
、
不
用
意
の
た
め
解
説
書
を

つ
く
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
ち

ら
様
の
ご
都
合
が
よ
け
れ
ば
説
明
に

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
従
来
か
ら

一
度
は
お
尋
ね
し
、
ご
活
動
の
様
子

や
障
｀
暑
の
皆
さ
ん
の
声
あ
る
い
は

ご
家
族
の
ご
苦
労
な
ど
お
聞
き
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
三
月
十
六
日
に
は
、
当
す

す
め
る
会
主
催
の
「
年
金
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
を
開
催
し
、
障
｀
犀
金
な
ど

の
問
題
点
や
今
後
の
年
金
の
あ
り
方

に
つ
い
て
も
、
専
門
家
を
ま
ね
い
て

諏
演
を
き
き
、
討
論
も
行
急
橋
も

す
す
め
て
お
り
ま
す
。
是
非
ご
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
東
京
近
辺
以
外
の
皆
さ

ん
に
は
、
本
誌
で
今
後
「
要
求
や
運

動
の
す
す
め
方
」
に
つ
い
て
も
説
明

す
る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。

全
国
心
身
障
害
者
を
も
つ
兄
弟
姉
妹
の
会

（８

年
金
請
願
の
解
説
を

一 一 一 一

全国患者団体連絡協議会加盟組織

《互療会》

〒105港区西漸礁3－15－10原色版印刷内

　　　

魯0 3 (433) 16 4 1

〈全国交通労働災吝対策協議会〉

〒171豊島区西池袋１－４一５

　　　

會０３ c82) 7 3 6 1

〈全国腎臆病愚者連絡協議会》

〒161斯宿区.下落合3－15－29田沼ピル（第二）

　　　

≪0 3 (952) 53 4 0

〈全国心臓病の子供を守る会〉

〒101千代田区神旧北乗物町17北乗ピル

　　　

≪0 3 1256) 8 '12 4

〈全国ハンセン氏病愚者協議会》

〒189東村山市青葉町4－1－10

　　　

･M23 ;94) 15 7 1

く全国職業性有嗇物障害思者協議会）

〒171豊易区西池袋3-!T一18清宮荘８号

　　　

･ 0 3 (986) 5938

く日本愚者同盟）

〒180-04清瀬市松山2－13－12

　　　

･0424 (91) 0 0 5 8

〈慢性一破化炭禁中毒愚者会》

〒151渋谷区千駄ヶ谷1-31-5代々木病院内

　　　

･0493 (24) 1 2 93後藤宛

患者・障害者の

　　　

年金12章
渡辺

　

清著Ｂ６判400頁1,500円〒160

障害年金を中心に老令、遺族年金などと労災保険

などの調整について、くわしく解説。
年金問題で必読の書。

　　　　　

鳩の森書房

ご注文は本誌編集委員会までおねがい

します。
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